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1. はじめに 

ディスレクシアは日本では読み書き障害や難読症とも呼

ばれており、国際ディスレクシア協会（The International 

Dyslexia Association: IDA）によって「神経生物学的な原因

による特有の学習障害の一つである。正確かつ流暢な単語

認識が困難であり、綴りや文字と音を対応させる能力が低

いことが特徴である。」と定義されている[1]。副次的な影

響として、読解力への影響や、読書経験の減少による語彙

力や背景知識の成長妨害の可能性がある。難読症の原因は、

文字を読んだり書いたりするための視覚認知と音韻意識が

うまく働かないことにある。このうち、視覚認知について

は、視覚障害があるわけではないが、以下に示す図 1 のよ

うに文字が認識されてしまうために、読みに困難が生じて

しまう[2]。また、難読症の出現頻度は、概して英語圏では 

10 %以上と報告されている。一方、イタリア語やフィン ラ

ンド語では、英語圏での約半分と低い出現頻度が報告され

ている[3,4]。日本語では、ひらがなで 0.2 %カタカナで

1.4 %漢字で 6.9%と報告されている[5]。難読症や視覚障害

の方に対する支援の一つとしてリーディングトラッカーと

いう読書補助器具がある。これは紙媒体の読書時に上下ま

たは左右の行を隠し、読みたい行に視点を集中させること

ができるものであり、文章を一行ずつ読むことができるた

め、難読症や視覚障害の方は特に文章が読みやすくなると

言われている。リーディングトラッカーは難読症や視覚障

害でない方も利用することができる。このリーディングト

ラッカーの仕組みを模した一行のみを表示する読書UIシス

テムを PC 画面上に構築し難読症でない者を対象に読書 UI

システムの効果を評価する研究[6]が行われた。その結果、

文章を一行ずつ表示することにより、読み速度は変わらず

に文章読解力が向上する可能性が示された。しかし英語の

文章問題を用いた実験は行われていない。そこで本研究で

は、ディスプレイ上において英文を一行ずつ表示して読ま

せる効果を評価することを目的とする。 

2. 英文表示方法比較実験 

ディスプレイ上において英文を一行ずつ表示して読ませ

る効果を評価することを目的として、ディスプレイに全文

が表示される全文表示と一行ずつ中央に表示される一行表

示を比較する英文表示方法比較実験を行った。 

2.1 実験装置 

実験に使用した装置を以下に示す。 

⚫ 視線移動計測装置（X2-30,Tobii社) 

⚫ 解析ソフト（Tobii Studio,Tobii社） 

⚫ PC（DESKTOP-NJ6GF6B,Intel(R)Core(TM)i7-7700, 3.60 

GHz, 32.0 GB, THIRDWAVE 社） 

⚫ 被験者モニタ（LCD-MF225XBR-B-01, I-O DATA社） 

2.2 実験手順 

実験手順を以下に示す。 

① 実験同意書にサインする 

② 視線キャリブレーションを行う 

③ 問題解答フォーム内の質問内容および解答選択肢を

30秒間確認する 

④ ディスプレイに表示される英文を黙読する 

⑤ 読み終えた英文に関する問題を解く 

⑥ ③から⑤を残りの英文に対しても行う 

⑦ 全ての問題を解答し終えたら実験終了 

2.3 実験条件 

英文の表示には PowerPoint を使用した。被験者は英文が

書かれたスライドをスライドショー機能によって読み進め

た。表示される英文は、フォントをArialに、文字サイズを

34pt に、行間を 1.5 行に統一した。全文表示スライドと一

行表示スライドをそれぞれ図 2および図 3に示す。 

また、表示される英文は 5 種類で 1 つの英文につき 3 つ

の質問が用意されている。1 つの質問につき 5 つの選択肢

があり、正解の選択肢が 1 つ、不正解の選択肢が 3 つ、

「わからない」という選択肢が 1 つである。表示される英

文およびその英文に関する問題は公式 TOEIC Listening & 

Reading問題集[7,8]より引用した。 

2.4 被験者 

被験者は 7 名である。被験者を図 2 のようにディスプレ

イに全文が表示される全文グループと図 3 のように一行ず

つ中央に表示される一行グループに分けた。被験者 7 名の

内 3名が全文グループ（A,B,Cとする）4名が一行グループ

（D,E,F,Gとする）である。
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図 1 難読症の方の見え方 
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3. 実験結果 

ディスプレイに全文が表示される全文グループと一行ず

つ中央に表示される一行グループの英文黙読中の視線移動

および英文黙読時間を計測した。また、問題正答率を算出

した。 

3.1 合計黙読時間と問題正答率 

全文グループと一行グループの問題正答率平均はそれぞ

れ 91.13 %と 85.00 %であり、合計黙読時間平均はそれぞれ

349.1 [s]と 521.5 [s]であった。被験者別の合計黙読時間と問

題正答率を表 1 に、合計黙読時間と問題正答率の分布を図

4 に示す。縦軸を問題正答率、横軸を合計黙読時間として

いる。また、全文グループの被験者を丸点、一行グループ

の被験者を三角で示している。図 4 より、問題正答率が

100 %の 2 人（囲み①）を比較すると一行表示の被験者の

方が、合計黙読時間が短いことが分かる。しかし問題正答

率が 87 %の 3人（囲み②）を比較すると全文表示の被験者

の方が、合計黙読時間が短いことが分かる。 

3.2 視線移動 

全文グループのみに見られる視線移動および一行グルー

プのみに見られる視線移動は見受けられなかった。しかし、

被験者全員に見られる視線移動として、注視回数や視線停

留時間に違いはあるが、正答した質問に対して質問の答え

となる英単語を見ていた。 

 

3.3 まとめ 

3.1，3.2 節より一概にどちらの表示方法が良いとは言い

切れず、また現在の実験方法では実験結果が被験者個人の

英語力に左右されてしまうため実験方法を変更する必要が

あると考えられる。 

4. おわりに 

ディスプレイに全文が表示される全文表示と一行ずつ中

央に表示される一行表示を比較する英文表示方法比較実験

を行い、全文表示グループと一行表示グループの英文黙読

中の視線移動および黙読時間を計測し、問題正答率を算出

した。その結果一概にどちらの表示方法が良いとは言い切

れず、また現在の実験方法では実験結果が被験者個人の英

語力に左右されてしまうため実験方法を変更する必要があ

ると考えられる。今後の予定としては実験方法を変更して

被験者実験を行うことを考えている。 
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図 2 全文表示スライド 

図 3 一行表示スライド 

図 4 合計黙読時間と問題正答率の分布 

被験者 A B C D E F G

合計黙読時間[s] 504.7 296.1 246.5 425.6 388.3 680.8 591.2

問題正答率[%] 100 86.67 86.67 100 86.67 80.00 73.33

表 1 被験者別の合計黙読時間と問題正答率 
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